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１．橋梁の現状と課題 

稲敷市が管理する供用中の橋梁は 2020 年（令和 2 年）4 月 1 日現在 414 橋あり、このうち

架設年不明を除くと 122 橋あります。現時点で建設後 50 年以上経過している橋梁は 19％（23

橋）ですが、10 年後には 28％（34 橋）、20 年後には 74％（90 橋）、30 年後には 83％（101

橋）となり、老朽化が急速に進んでいく状況です。 

これに伴い、今後、補修や架替えに要する費用も急速に増加することが予想されます。 

   

   

図-1 建設後 50年以上の橋梁の割合 

 

２．計画期間 

5 年に 1 回の定期点検サイクルを踏まえ、点検実施間隔が明らかとなるよう計画期間は 10 年と

します。なお、定期点検サイクルを踏まえ、計画は 5 年毎に更新します。 
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３．対策の優先順位の考え方 

（１）管理水準 

橋梁点検における損傷度から判定された対策区分に対して、管理水準を設定します。 

対策区分 E（E1、E2）の損傷は発生させないものとし、対策区分 C1、C2 の段階で対策を実

施するものとします。橋梁点検で対策区分 E と判定された損傷が 1 橋ありますが、この橋梁は

現時点で通行止めとしており今後撤去予定ですので、長寿命化修繕計画では、対策区分 C を短

期計画で対策を実施することとし、以後は、5 年ごとの定期点検を実施して、橋梁の健全度を把

握します。 

なお、対策区分 B、A については、定期点検を実施して損傷の進行状況を確認し、損傷が対

策区分 C に進行した時点で対策するものとします。 

 

表-1 管理水準の判定 

対策区分 判定内容 管理水準 健全度 

Ｅ 

Ｅ２ 
橋梁構造の安全性が著しく損なわれており、緊急に処置され

ることが必要と判断できる状態。 
許容しない Ⅳ 

Ｅ１ 
自動車、歩行者の交通障害や第三者等への被害の恐れが懸念

され、緊急に処置されることが必要と判断できる状態。 

Ｃ 

Ｃ２ 

損傷が相当程度進行し、橋梁構造の安全性の観点から、次回の

定期点検である５年程度以内には補修等を行う必要があると

判断できる状態。 
対策検討・実施 

Ⅲ 

Ｃ１ 

損傷が進行しており、予防保全の観点から、次回の定期点検で

ある５年程度以内には補修等を行う必要があると判断できる

状態。 

Ⅱ 

Ｂ 

損傷があり補修の必要があるが、次回の定期点検である５年

程度で構造物の安全性が著しく損なわれることはないと判断

できる状態。 
対策なし Ⅰ 

Ａ 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修の必要がない状態。 

 

（２）対策の優先順位の考え方 

対策が必要となる橋梁についての修繕費用の合計額が市の予算額を超過するケースが発生し

た場合、当該年度に修繕する橋梁を選択する必要があるため、修繕橋梁を選択する際の優先度

の考え方を設定しておく必要があります。 

橋梁点検の結果から、対策区分 C1、C2 と判断された橋梁を修繕の対象とし、次に示す考え

方により優先順位を設定します。なお、対策区分 E1、E2（緊急対応が必要）と判断された橋梁

が確認された場合は、当該橋梁を最優先で修繕するものとします。 

 

◆優先順位の考え方（表-2 参照） 

・各評価指標に対して点数を割り当て、施設毎の合計点数を算定する。 

・最大を 100 点とし、点数が大きい施設を優先度が高いものとする。 
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表-2 橋梁修繕の優先度の考え方 

評価指標 考え方 配点 

交差条件 

当該橋梁の桁下で鉄道や道路と交差している場合、当

該橋梁の損傷により桁下の鉄道や道路を通行する第

三者へ被害を及ぼす可能性があるため、優先順位は高

く設定する。 

道路/鉄道： 25 点 

河川・水路： 0 点 

緊急輸送道路 

茨城県指定の緊急輸送道路、及びそれを補完する稲敷

市が独自に指定した緊急輸送道路に架かる橋梁につ

いては、優先順位が高いと考える。 

県指定緊急輸送道路： 25 点 

市独自緊急輸送道路： 10 点 

指定なし： 0 点 

バス路線 
公共交通機関が通行する路線にかかる橋梁は優先順

位が高いと考える。 

指定あり： 5 点 

指定なし： 0 点 

橋梁条件 

特殊な構造形式の橋梁については、大規模な修繕によ

る費用や修繕期間が大きくなると想定されるため、通

常の構造形式の橋梁に比べて優先順位が高いものと

考える。また、橋梁の規模についても同様に考えて、

規模の大きい橋梁を優先的に修繕するものと考える。 

・橋長 

最大橋長→20点 

最小橋長→1 点 

とし、加重平均して算出 

・特殊橋梁に 10点加算 

耐震性能 

耐震補強の必要な施設の優先順位が高いものと考え、

耐震性能 2 を有する必要がある→耐震性能 3 を有す

る必要がある→耐震補強不要、の順とする。 

耐震性能 2が必要： 15 点 

耐震性能 3が必要： 10 点 

耐震補強不要： 0 点 

 

４．施設の状態 

稲敷市が管理している橋梁については、2016～2020 年度に定期点検を実施しており、その結果

は、判定区分Ⅰ：316 施設、判定区分Ⅱ：76 施設、判定区分Ⅲ：12 施設、判定区分Ⅳ：1 施設と

なっています。 

（１）診断結果一覧 

2016～2020 年度に実施した点検による結果は、下表のとおりです。 

表-3 橋梁の点検結果 

健全度 
点検結果 

備考 

2016 2017 2018 2019 2020 計 

Ⅰ 169 100 2 14 31 316 76.33% 

Ⅱ 2 35 3 19 17 76 18.36% 

Ⅲ 6 4 0 1 1 12 2.90% 

Ⅳ 1 0 0 0 0 1 0.24% 

計 178 139 5 34 49 405 － 
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（２）個別施設の診断結果 

表-5 橋梁毎の点検結果（1/4） 

  



5 

表-5 橋梁毎の点検結果（2/4） 
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表-5 橋梁毎の点検結果（3/4） 
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表-5 橋梁毎の点検結果（4/4） 
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５．対策内容と実施時期 

点検結果より修繕が必要と判断された 12 施設については、点検後 5 年間に修繕を実施するこ

とを基本とし、また、現時点では補修は必要ないものの、今後補修が必要と考えられる 76 施設を

含め、修繕時期を次のとおり計画しています。 

 

表-6 修繕計画対象施設（1/2） 

No 橋梁名 点検年度 健全度 修繕時期 

1 鵜宿橋 2016 Ⅱ 2031 以降 

2 上宿橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

3 野原橋 2019 Ⅱ 2030 

4 塚越橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

5 沼里橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

6 岩木橋 2019 Ⅱ 2031 以降 

7 弁天橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

8 引舟橋 2019 Ⅱ 2029 

9 荒沼第一橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

10 月出里第一橋 2017 Ⅱ 2027 

11 月出里第二橋 2017 Ⅱ 2027 

12 蒲ヶ山第一橋 2017 Ⅱ 2028 

13 蒲ヶ山第二橋 2017 Ⅱ 2028 

14 蒲ヶ山第三橋 2017 Ⅱ 2027 

15 蒲ヶ山第四橋 2018 Ⅱ 2028 

16 沼田第一橋 2018 Ⅱ 2027 

17 １－１－３号橋（新戸崎橋） 2019 Ⅱ 2030 

18 稲敷大橋 2019 Ⅱ 2026 

19 野田奈橋 2019 Ⅱ 2031 

20 ３３１０－１号橋（浮島一号橋） 2020 Ⅱ 2026 

21 １－１６－１号橋（戸崎橋） 2017 Ⅱ 2029 

22 新河橋 2019 Ⅲ 2021 

23 １号橋 2016 Ⅱ 2030 

24 新田橋 2019 Ⅱ 2031 以降 

25 破竹川橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

26 柴崎橋 2019 Ⅱ 2030 

27 桑山橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

28 太田橋（１０８号橋） 2019 Ⅱ 2030 

29 １２４号橋 2020 Ⅱ 2026 

30 １２９号橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

31 羽賀沼橋 2020 Ⅲ 2024 

32 太田橋 2019 Ⅱ 2031 以降 

33 安穏台橋 2020 Ⅱ 2029 

34 １－３－２号橋 2017 Ⅱ 2029 

35 ３３６－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

36 ２９９－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

37 ８２７－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

38 ４２３－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

39 新川第２橋 2019 Ⅱ 2029 

40 結佐３号橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

41 結佐２号橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

※修繕時期は、修繕工事実施年度（予定）を示している。 
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表-6 修繕計画対象施設（2/2） 

No 橋梁名 点検年度 健全度 修繕時期 

42 結佐１号橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

43 中神橋 2020 Ⅱ 2031 

44 １－２－２号橋 2019 Ⅱ 2029 

45 大重大橋 2019 Ⅱ 2030 

46 北蒲橋 2017 Ⅱ 2030 

47 ５０８－２号橋 2019 Ⅱ 2031 以降 

48 ５１４－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

49 伊佐部橋 2019 Ⅱ 2030 

50 大重橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

51 手賀組新田１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

52 中央排水路第一号橋 2016 Ⅲ 2022 

53 ８０－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

54 ７８－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

55 ７７－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

56 ７４－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

57 ７３－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

58 中央排水路第二号橋 2016 Ⅲ 2022 

59 押砂１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

60 １３６２－１号橋 2017 Ⅲ 2022 

61 １２０４－１号橋 2017 Ⅲ 2022 

62 ４５号橋 2016 Ⅲ 2022 

63 ３３号橋 2016 Ⅲ 2022 

64 ３４号橋 2016 Ⅲ 2022 

65 ４２号橋 2016 Ⅲ 2022 

66 押砂２号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

67 ５５３－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

68 ５５４－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

69 ６２－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

70 ７７７－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

71 １６４４－１号橋 2017 Ⅲ 2022 

72 ４２－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

73 ３３－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

74 １１９５－１号橋 2017 Ⅲ 2022 

75 １６４２－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

76 平須橋 2019 Ⅱ 2031 

77 １５３２－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

78 １１８８－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

79 １１９１－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

80 １１９４－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

81 ９９６－２号橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

82 ７４２－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

83 学校橋 2019 Ⅱ 2029 

84 １５３６－１号橋 2017 Ⅱ 2031 以降 

85 東中神橋 2019 Ⅱ 2026 

86 大須賀６号橋梁 2019 Ⅱ 2031 以降 

87 神田橋 2020 Ⅱ 2031 以降 

88 江戸崎第一橋 2018 Ⅱ 2028 

※修繕時期は、修繕工事実施年度（予定）を示している。 
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６．対策費用 

表-7 対策費用（1/3） 
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表-7 対策費用（2/3） 
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表-7 対策費用（3/3） 

 


